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暖かい日もある中で「まだあり(蟻)、いないね」「虫、寝てるかな」とプランターや園庭の土に触れて 

います。散歩先に桃と早咲きの桜が咲いていたと教えてくれた子がいました。春が近づいていますね。進

級にむけて、一日一日を大切に過ごせるように一緒に楽しんでいきます。 

今月の予定 

１日(金)ひなまつり集会(幼児)

5日(火)移動動物園 

7日(木)幼児誕生会 

１５日(金)卒園を祝う会 

★平日に行い、皆でお祝いします。 

１９日(火)お別れ遠足(ゆり組) 

★雨天中止 

２１日(木)進級を祝う会 

２８日(木)園医健診 いちご・もも組  

  お別れ会(子どもと職員で行います) 

★今月は販売写真の撮影はありません。 

◎上記の他、身体測定、防災訓練を月１回 

行います。 

◎進級に伴うクラス移動の日程は後日 

各クラスからコドモンにてお知らせ致し

ます。 

☆園長コラム☆ 

今年度最後のお頼りになりました。年上のクラスに遊びに行く子どもたちや、近隣の小学校に交流に

出かける年長さんを見ると「この日を待ってたぜ！」みたいな自信と期待で、からだ全体がぶわっとふく

らんでいるように感じます。大人は節目を迎える時、これまでのことを振り返ってしみじみと感慨にふ

けったりしますが、子どもたちはこれまでの経験を全て自分のものにして、前へ前へと軽やかに進んで

いくのだなあ、とこの時期にいつも気づかされます。   

子どもたちの「この先へ！」と思う気持ちはどこから出てくるのでしょう？答えはいろいろあると思

いますが、保育園の子どもたちを見るとそれは「安心」からかな、と感じます。見知らぬところに向か

っても、困ったらあそこに帰ればいい、という安心の場を身の内に持っていること。それが子どもたち

の新しい世界に足を踏み出す知的好奇心や探求心を支えてくれるのではないでしょうか。中原保育園

の６年間は、保護者の皆様と保育園の大人が一緒に子どもたちが安心の場を築く様子を見つめてきた

場でもあると思います。心配したり、涙を流したり、わくわくしたり、喜んだりしながら、保育園での

生活を共にしてくださった子どもと保護者の皆さん、１年間本当にありがとうございました。みんなで

素敵な春を迎えましょう！ 

『コドモンホワイト』から『コドモングリーン』

に移行します 

令和６年度より、サービス向上を図るため『コ

ドモングリーン』へのサービス切り替えを予定し

ています。 

切り替えのご案内については、別途お便りを配

布いたしますのでご確認ください。 

保護者アンケートへのご協力ありがとうございま

した。 

お忙しい中、回答のご協力をありがとうござい

ました。よかった、ありがとうのお声あり、残念

だった、見直してほしい、のお声あり、様々なご

意見をいただきました。どのお声も大切に受けと

め、来年度の園運営に生かしていきます。 

アンケートで頂いたご意見と、職員全員の振り

返り(自己評価)をふまえて保育園としての自己評価

を行い、3月末に本市ホームページに掲載する予

定です。アップできましたら改めてお知らせしま

す。 

園目標 ☆自分らしく輝く ☆共に育ち合う

こども未来局 保育子育て推進部



もも組 

ある日の午後、ゆり組さんのお部屋に遊び

に行かせてもらいました。ちょっとドキドキ

しながら降りていくと.…階段の下でゆり組さ

んが待っていてくれて「おいで」と手を引い

てお部屋まで案内してくれました。たくさん

遊んで、帰りも手を繋いでエスコートしてく

れた優しい年長さん。素敵でした！ 

いちご組 

 お庭に行くといちご組の子にボールをそっと 

投げてくれたりトコトコ自由に歩く後をついて行

くお姉さん。転ばないかなー、と見守ってくれる

優しさにほっこりします。 

ちゅうりっぷ組 

タイヤを転がしていて指が痛くなった子が 

テラスで指を冷やしていると、そのことに気

が付いたゆり組さんが心配して声をかけてく

れてくれました。痛くなった原因がわからな

いことを伝えると、タイヤを持ってきて「こ

うなったからじゃない？」と親身になって考

えてくれたその優しさにほっこりしました。 

みかん組 

園庭遊びが終わり部屋に戻る時にお手伝いをし

てくれる年長さん。「まだ遊びたい！」と言って戻

らない様子の子がいると「一緒に戻ろう！」と手

をつないで玄関まで連れてきてくれます。年長さ

んの声には魔法の力があり、みかん組の子どもた

ちも年長さんが大好きです。 

ゆり組さん 卒園おめでとうございます！ 

今年度も2５名の子ども達が、この中原保育園から卒園します。保育園で楽しんだ思い出を胸に、 

小学校に行っても元気いっぱい楽しく過ごしていってほしいと思います。 

クラスや職員からの「ゆり組とのほっこりエピソード」の紹介をします！ 

イラスト出典：メイト 

ひまわり組 

年長さんが卒園する前に〝年長さんから教えても

らいたいもの“をお話タイムで一緒に話をしまし

た。『太鼓』『紐コマ』『ラキュー』『竹馬』『速く走

れる走り方』で、１日で全部を教えてもらうことに

決まりました。当日は年長さんがコーナーを担当し

てくれて、次々に来るひまわり組の子たちに優しく

手取り足取り教えてくれました。 

ぶどう組(一時保育) 

 実はぶどう組もたくさんの園児との関わりが

あるのですよ！ある日、ゆり組から「劇を披露

するので観にきてください」と招待を受け数名

で観に行きました。内容がゾンビが出てくるも

のだったのですが「こわーい」と顔をしかめる

子と「楽しいー」と大笑いする子と反応は

様々。ほっこりか、というと違うかもしれませ

んが、ぶどう組にも声をかけてくれた優しい 

ゆり組さんにありがとう！です。 

用務 

 トイレ掃除をしていると毎日ほぼ同じメンバーが

「おトイレ貸してください」とやってきます。 

今日あった事や家族で〇〇に行ったよ、などお話し

てくれるので、年長さんと仲良くなれてほっこり楽

しい時間でした。 

看護師 

水を大切にしつつ手洗いをするためにはど

うする？とおはなしタイムで話をした時に、 

「水はふつうの量で洗う」「石鹸を使いすぎな

い」「石鹸で洗っている間は水を止める」など 

と意見をくれました。友達の話に耳を傾けて

相づちをうったり、自分の意見を述べたりで

きるゆり組さんを見て小学校にいっても大丈

夫！と感じました。

給食 栄養士 

市制 100周年に向けた川崎のご当地メニューと

しておやつで「こどもニュータンタンメン」を食べ

た時のこと…本家の唐辛子の代わりにパプリカパウ

ダーで赤味を付けました。分量を汁に入れ、少しだ

け残ったパプリカをゆり組さんに出してお好みでふ

りかけてもよいことにしました。「おれ、辛いの 

いけるよ」と誇らしげでした！ 


